
（別紙３）

～ 令和8年1月13日

（対象者数） 21 （回答者数）
16

～ 令和8年2月16日

（対象者数） 5 （回答者数）
5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

アセスメントの強化を図り、よりその時に必要な支援及び将

来を見据えた支援へと繋げていきます。また、課題や活動の

内容を常に刷新し、楽しみながら参加していただけるように

します。

2

日々の活動の中でも交流する機会を増やし、お互いを認知す

る中で、将来を見据えることができるようにします。また、

親子行事、保護者研修会は昨年の反省や改善点を踏まえ、よ

りご家族や利用児童にとって楽しみながら学べる場となるよ

う改善していきます。

3

一人ひとりの様子や状況を日々注視することで、伝えずらさ

や困りごとを把握し、より良い方法を見出していきます。利

用児童が伝えることを諦めることのないよう支えていきま

す。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

かなで全体での役割分担の見直しを行い、各自の業務を明確

化します。また業務の効率化を図り、スリム化することで、

日々の支援の充実化や振り返りの強化を行います。

2

庭の有効活用を目指し、空間の安全確保や楽しめる空間づく

り、また四季を感じていただけるよう管理を徹底していきま

す。庭で使用する遊具の充実化や自然に触れることができる

よう改善していきます。

3

現在どのような感染症が流行しているかをリサーチし、感染

拡大を食い止めるべく策を講じ、その都度周知徹底していき

ます。トータル的なマニュアルをお示しすることだけではな

く、その状況に沿った対策（ご利用いただく上での注意点や

共有をお願いする事項等）を早急にお知らせし、皆様が安心

してご利用いただけるようにします。

○事業所名 かなで（放課後等デイサービス）

○保護者評価実施期間
令和7年12月8日

○保護者評価有効回答数

令和7年12月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和８年2月

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

感染症対策について周知が不足していました。 最新の感染症状況を把握した上で講じている対策の周知徹底が

足らず、不安や疑問を感じさせてしまうこととなってしまいま

した。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

職員全体で役割分担の不明瞭化により、疎かになってしまった

ことや、負担が大きくなってしまう職員が出てしまいました。

役割分担が不明瞭になってしまい、業務の偏りが生じていま

す。そのことにより、さまざまな業務を背負ってしまう職員の

負担が大きくなってしまっています。

庭の整備が不十分となり、有効活用できていませんでした。 庭の環境整備が不十分となってしまいました。草花の剪定や野

菜の苗の管理等、手薄な箇所が散見されてしまいました。

5領域を踏まえ、一人ひとりに合わせた支援を行っています。 利用児童一人ひとりに合わせ、5領域（1、健康・生活　2、運

動・感覚　3、認知・行動　4、言語・コミュニケーション

5、人間関係・社会性）の視点を取り入れた環境設定や活動

（集団・個別）を行っています。

併設されている生活介護と合同で行事や活動を行うことで、普

段関わりの少ない年齢の方との交流を持ち、これからのビジョ

ンを見据えることができる環境が強みです。

合同で行うボッチャ大会や創立記念日、大掃除など縦割りでの

組み分けを行い、一緒に活動することで交流を図っています。

また、親子行事や保護者研修会を合同で行うことで、将来への

不安や戸惑いを少しでも和らげる一助となっています。

自己決定・自己選択の機会を多く設け、伝えることの大切さと

喜びを感じていただけるよう、さまざまなツールや表現方法を

提案しています。

制作活動（色や形、素材の選択等）遊具、おやつ等の選択、あ

さの会や帰りの会での質問コーナーや振り返り、活動後の感想

の発表など、気持ちや要求を伝える機会を多く設けています。

伝え方もさまざまなツールを用意し、本人にとって的確に表現

することができるようにしています。

事業所における自己評価総括表公表


